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研究成果の概要（和文）：「MFCAが既存の環境管理実践や環境マネジメントシステムとの関係で，どのように意思決定
に影響を与え，どのように利用されているのかについて明らかにする」という本研究の目的に対して，複数企業への事
例研究，質問票調査を通じた国際比較，マネジメントモデルの設計の３つのアプローチを通じて，本研究計画では，環
境管理会計が複数ある環境マネジメント手法のうちひとつの手法として，選択的に採用の可否が決定されるものとして
分析するのではなく，環境マネジメントへの社会からの要請に対して組織が正統性を獲得しようとする一連の組織変化
のプロセスのなかで，その役割を理解することを試みてきた。
研究成果の概要（英文）：This research project aimed to explore the role of MFCA (material flow cost accoun
ting) in the interconnection with existing environmental management systems. We employed triangulation app
roach in this project; the case studies for several Japanese companies, comparative questionnaire research
 with international colleagues and constructing the managerial model for integrating sustainability within
 corporate strategies. Our research showed a different organizational change process from the linear chang
e models, which employ informational effectiveness assumption for monetary expression of environmental iss
ues in organisations. 
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１．研究開始当初の背景 
MFCA は環境マネジメントシステムの国
際標準規格としては初めて日本が主導し，
2011 年に ISO14051 として発行された。そ
の特徴は環境管理活動と経済的活動を融合
させるために，資源生産性に関する情報を提
供し，経営意思決定を支援することである。 
これに対してほとんどの先行研究では企
業の経営側面と MFCA の関係について議論
を行なってきた。手法の導入やコスト削減の
ための技術的，組織的な問題の解決などにつ
いて，事例研究も含め多面的な分析が行われ
ている。一方で，環境管理活動と MFCA の
関係については，理論的，技術的な提案がな
されるにとどまっており，実践的なレベルで
は十分に明らかにされていない。しかしなが
らサステナブル・マネジメントの実践におい
て会計手法が果たす役割についての理解が
重要であり，MFCAと環境管理活動との関係
についても計算技術的な研究だけでなく組
織実践レベルで問題を明らかにする必要が
ある。 
 
２．研究の目的 
本研究計画の目的は，マテリアルフローコ
スト会計(MFCA)の導入が既存の環境管理実
践や環境マネジメントシステムとの関係で
どのように経営意思決定に影響を与え，
MFCA が環境マネジメントに利用されてい
るのかを明らかにすることである。そしてこ
のような経験的な研究を踏まえて，環境マネ
ジメントシステムと MFCA の融合モデルの
構築を試みる。 
 先行研究では資源生産性の向上によるコ
スト削減のための MFCA の経済的側面にお
ける問題解決に関心の多くが向けられてき
た。これに対して本研究では事例研究および
質問票調査を通じて，MFCAと環境管理活動
の関係について分析を行う。そのうえで企業
が環境マネジメント活動を実行する際に会
計手法がどのような役割を果たすのか，また
環境保全活動に関する経営意思決定がどの
ようなメカニズムでなされるのかという学
術的な課題に対して貢献を試みる。 
 
３．研究の方法 
「MFCA が既存の環境管理実践や環境マ
ネジメントシステムとの関係で，どのように
意思決定に影響を与え，どのように利用され
ているのかについて明らかにする」という本
計画での研究目的を達成するために，以下の
3つの側面から研究を進めてきた。 
 
(1)MFCA を通じた環境マネジメントの可能
性に関する事例研究を行った。MFCAを採用
している複数の日本企業へのインタビュー
を通じて，MFCAが企業の他のマネジメント
の仕組みとどのように連携されているのか，
その実践と利用可能性について検討してい
る。 
 
(2)環境マネジメントに関する質問票調査を
用いた国際比較調査を行った。ドイツの研究
チームを中心としたグループの国際間のサ
ステナブル・マネジメントの実態調査の一環
として実施した。 
 
(3)環境マネジメントシステムと MFCA の融
合モデルの考察については，SBSC（サステ
ナビリティ・バランスト・スコアカード）と
の連携を通じて，理論的考察を行い，また日
本企業のサステナビリティ戦略の実態調査
と合わせ，モデルの精緻化を行った。 
 
４．研究成果 
(1)2005年度よりMFCAの導入を行い，近年，
全社展開を実施しているサンデン株式会社
（以下，サンデン）への長期間ケーススタデ
ィを通じて，①MFCAの手法としての可変性，
②他の戦略的な環境経営手法との連携可能
性について分析を行っている。 
 これにより導入開始の段階では，従来は追
加的なコストばかりがかかっていた環境マ
ネジメント活動に対して，利益を獲得するた
めの「新しい手法」として MFCA が導入さ
れたこと，また工場の生産現場で活用される
段階では品質管理活動と連携したり，原価計
算システムの代替的な役割を担うなど環境
の要素が薄れていたこと，その後，震災以降
の省エネへの社会的な要請が高くなったと
きに改めて環境マネジメントとしての位置
づけを再獲得するためにエネルギーの可視
化への応用可能性が目指されたこと，最終的
にはコスト，収益との結びつきが理解しやす
いことが要因となり経営トップからの理解
が深まり全社展開されたことが明らかにな
った。 
 これらの事例研究を通じて，従来の研究で
しばしば指摘されていた環境情報における
財務的な価値評価の有用性の議論で前提と
して想定されていた，環境要素が貨幣評価さ
れることで単純に意思決定が変化するとい
う直線的な組織変化のモデルに対して，複数
のフェーズに分かれて手法のアイデンティ
ティを変遷しながら組織内の異なるニーズ
を満たす柔軟で，多面的な性質を示しながら
変化する組織変化のモデルを提示すること
で環境管理会計研究に貢献している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1サンデンでの環境組織変化のモデル 
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(2)質問票調査を通じて，日本企業が国際平均
と比べより積極的に環境マネジメント手法
を採用していること，また多くの手法に対す
る理解の程度も深いことが示された。またこ
の調査に基づいて，東アジアにおける CSR
マネジメントの現状分析として，韓国の研究
チームとの比較研究を行っており，具体的な
分析等は現在，継続中となっている。 
 
(3) MFCAを全社的に展開し，戦略的に利用
している企業も複数あるもの，その環境と経
営の統合モデルは生産活動を通じたロス削
減に主眼がある。近年のサステナビリティマ
ネジメントの動向として統合報告とサステ
ナブル戦略の連携の必要性が高まっている
ため，戦略実行のための管理会計手法である
BSC（バランスト・スコアカード）の拡張モ
デルについて共同研究者とともに，SBSCと
してモデル化を行った。 
 そしてこれらの知見をMFCA を通じた組
織変化のモデルと比較することで，両方の手
法の連携可能性，および環境マネジメントに
おける指標の利用の役割について考察を行
っている。 
 
 これら３つのアプローチを通じて，本研究
計画では，環境管理会計が複数ある環境マネ
ジメント手法のうちひとつの手法として，選
択的に採用の可否が決定されるものとして
分析するのではなく，環境マネジメントへの
社会からの要請に対して組織が正統性を獲
得しようとする一連の組織変化のプロセス
のなかで，その役割を理解することを試みて
きた。 
 環境管理手法の役割を多面的に捉えるこ
とで，得られた知見を，今後の環境マネジメ
ント手法の技術的な発展に対してもフィー
ドバックしていくことが今後の課題である
といえる。 
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